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はじめに 

スピン流と熱流の相互作用はスピントロニクスの新しい分野として注目されている[1]。こ

の中でもネルンスト効果は磁場と熱流が係わる現象として多くの研究がなされている[2-4]。わ

れわれは TbCo 結晶化膜のネルンスト効果について報告してきた [5]。 

今回、TbCo結晶化膜のスピンゼーベック効果を調べたので報告する 

実験方法 

Figure 1 に試料構造を示す。試料は、Si 基板上に Tb と Co の 2 元スパッタ法により TbCo

を成膜し、その上に Pt保護膜を成膜した。Table 1にアニール条件を示す。温度 400℃、500℃

および 600℃で 1時間真空中アニール処理により結晶化しスピンゼーベック効果を評価した。 

結果と考察 

Figure 2に結果を示す。温度差に比例しスピンゼーベック電圧が得られた。アニール温度の

上昇につれ出力は低下し、以前報告したネルンスト効果とは違う傾向が得られた[5]。 
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      Table 1 Anneal conditions 

 

     
 

Figure 1 Sample structure                          Figure 2 Spin Seebeck effect. 
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